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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第81期

第２四半期連結
累計期間

第82期
第２四半期連結
累計期間

第81期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（百万円） 448,260 406,905 928,813

経常利益（百万円） 4,845 2,556 10,406

四半期純損失（△）又は当期純利益

（百万円）
△203 △1,115 4,822

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
404 △183 4,442

純資産額（百万円） 58,232 60,589 61,671

総資産額（百万円） 193,455 203,350 217,980

１株当たり四半期純損失金額（△）

又は１株当たり当期純利益金額

（円）

△2.73 △15.07 64.53

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 29.6 29.2 27.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
6,277 5,356 28,582

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△681 △376 △1,845

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△4,603 △5,992 △9,633

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（百万円）
34,471 49,569 50,581

　

回次
第81期
第２四半期
連結会計期間

第82期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は１　

株当たり四半期純損失金額（△）

（円）

△24.00 8.89

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。

３．第81期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。

　　第81期第２四半期累計期間および第82期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載していない。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はない。また、主要な関係会社における異動もない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はない。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社および連結子会社)が判

断したものである。

 

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要などから国内需要が底堅く推移したものの、海外景

気の減速による影響が懸念されるなど、依然として先行き不透明な状況が続いた。

エネルギー業界においては、火力発電向けに重油の需要が増加し、燃料油全体での需要は震災の影響を受けた前

年同期を上回ったものの、節約志向の高まりや低燃費車の普及などにより、当社グループを取り巻く経営環境は引

き続き厳しい状況にあった。

こうしたなかで、当社グループは、積極的な営業活動と新規顧客の獲得に努めたものの、当第２四半期連結累計期

間における売上高は、石油製品の販売数量の減少などにより前年同期比9.2％減の4,069億５百万円となった。また、

利幅の縮小などにより、営業利益は前年同期比49.8％減の22億78百万円、経常利益は前年同期比47.2％減の25億56

百万円となり、投資有価証券評価損を特別損失に計上したことから、11億15百万円の四半期純損失（前年同期は２

億３百万円の四半期純損失）となった。

　

セグメント別の状況は以下のとおりである。

①　石油関連事業

＜石油製品販売業＞

石油業界においては、ガソリンが前年並みに推移し、火力発電向けの重油が増加したことから、燃料油全体で

の需要は前年同期を上回った。

こうしたなかで、当社グループにおいては、ＳＳネットワークの整備など経営効率化を図るとともに、新規特

約店の獲得など積極的な営業活動に努めた。

また、当社においては、２０１２年ＳＳ経営戦略である「共走共汗２０１２～選ばれるＳＳ～」によるリテー

ルサポートを継続し、ＳＳスタッフの販売力と技術力の向上を目的とした「タイヤスペシャル研修」や「洗車

接客サービスコンテスト」を開催するとともに、「年間グランプリ」や「シーズンチャンピオン」など販売促

進策を実施することにより、特約店とＳＳ会社の収益拡大を図った。産業用については、新規需要家の獲得や合

成潤滑油の拡販に努めた。

　

＜化学品製造販売業＞

当社グループにおいては、洗車機用ワックス・撥水コートをはじめとする自動車関連商品、防腐・防黴剤、微生

物簡易測定器具（サンアイバイオチェッカー）などの自社製品、石油系溶剤、酢酸エチルなどの工業薬品および

粘接着剤（タッキファイヤー）の積極的な販売により、営業基盤を拡大するとともに、新規需要の開拓に努めた。

また、研究所では、顧客ニーズに対応した環境負荷の少ない安全性に優れた商品の開発・改良に努めた。

　

その結果、石油関連事業における売上高は、販売数量の減少などにより前年同期比9.9％減の3,739億７百万円

となり、セグメント利益は、販売数量の減少に加えて利幅の縮小などにより前年同期比85.6％減の４億24百万円

となった。
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②　ガス関連事業

＜ＬＰガス販売業＞

ＬＰガス業界においては、家庭・業務用の需要は、節約志向と省エネ機器の普及の影響を受けたものの、堅調

に推移した。

こうしたなかで、当社グループにおいては、「Ｏｐｅｎ Ｕｐ～さぁ前に進もう」をスローガンに掲げ、「人・

技・未来（あした）」をキーワードに、「あんしん点検シート」や「報連相シート」を継続するとともに、「住

マイルキャンペーン２０１２」を実施するなど顧客との接点強化による販売力の向上を図った。また、太陽光発

電システムや家庭用燃料電池（エネファーム）の販売にも積極的に取り組むなど総合エネルギーショップづく

りを進めた。保安面においては、「１日保安ドック」の実施や「保安ドクター研修」の開催を継続することで、

保安の確保と信頼獲得に努めた。

　

＜天然ガス販売業＞

当社においては、佐賀天然ガスパイプラインの運営と保安に万全を期すとともに、オンサイトによる総合的な

エネルギー供給の提案など積極的な営業活動をおこない、新たな顧客の獲得に努めた。

佐賀ガス株式会社においては、ガス展や料理教室を開催するなど新たな需要の促進を図るとともに、都市ガス

の安定供給と保安の確保に努めた。

　

その結果、ガス関連事業における売上高は、販売数量の減少などにより前年同期比3.5％減の256億73百万円と

なったものの、原料費調整制度の浸透などにより、セグメント利益は、前年同期比1.6％増の８億11百万円となっ

た。

　

③　航空関連事業他

＜航空燃料取扱業＞

羽田空港においては、東日本大震災の影響を受けて落ち込んだ航空需要が回復し、燃料搭載数量は前年同期を

上回った。

こうしたなかで、当社グループにおいては、航空機給油施設の運営に万全を期すとともに、航空燃料の給油業

務における安全確保に努めた。

　

＜その他＞

三愛プラント工業株式会社では、半導体関連および液晶業界の需要が減少したことにより、金属表面処理業の

売上高が前年同期を下回ったものの、受注物件の工事完工が順調に進んだことにより、建設工事業の売上高は前

年同期を上回った。

　

その結果、航空関連事業他における売上高は、前年同期比6.3％増の73億23百万円となり、セグメント利益は、

前年同期比65.4％増の13億24百万円となった。

　

（２）資産、負債、純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ146億29百万円減少し、2,033億50

百万円となった。これは主に、受取手形及び売掛金の減少によるものである。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ135億47百万円減少し、1,427億61百万円となった。これは主に、支払手形

及び買掛金の減少や有利子負債の返済によるものである。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ10億82百万円減少し、605億89百万円となった。これは主に、利益剰余

金が減少したことによるものである。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の27.8％から29.2％となった。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より

10億12百万円減少し、495億69百万円となった。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりである。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は53億56百万円となった。これは主に、売上債権の減少によるものである。な

お、獲得した資金は前年同期比９億21百万円減少している。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は３億76百万円となった。これは主に、有形固定資産の取得によるものであ

る。なお、使用した資金は前年同期比３億５百万円減少している。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は59億92百万円となった。これは主に、有利子負債の返済によるものである。

なお、使用した資金は前年同期比13億89百万円増加している。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はない。

なお、当社は財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等

（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりである。 

① 基本方針の内容

上場会社である当社株式は、株主、投資家のみなさまによる自由な取引が認められており、当社株式に対する大

規模買付提案またはこれに類似する行為があった場合においても、当社はこれを一概に否定するものではなく、

最終的には株主のみなさまの自由な意思により判断されるべきであると考える。 

しかしながら、大規模買付行為の中には、その目的等からみて企業価値ひいては株主共同の利益に対する明白

な侵害をもたらすもの、株主に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、対象会社の取締役会や株主が買

付行為の条件について検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間や情報を提供

しないもの、対象会社やその関係者に対し高値で株式を買い取ることを要求するもの等、対象会社の企業価値・

株主共同の利益に資することにならないものも少なくない。

当社は、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者が、当社の企業理念、企業価値のさまざまな源泉、当

社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を中長期的

に確保・向上させる者でなければならないと考えている。

したがって、当社としてはこのような当社の企業価値ひいては株主共同の利益を損なうおそれのある不適切な

大規模買付提案またはこれに類似する行為をおこなう者は、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者と

して不適切であると考えており、このような者による当社株式の大規模買付行為に対して必要かつ相当な対抗を

することにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えている。

　

② 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止するた

めの取組み

当社は、平成23年６月29日開催の定時株主総会決議により、平成20年６月27日に導入した買収防衛策を一部

変更のうえ、「当社株式の大規模買付行為に関する対応策（買収防衛策）」（以下、「本プラン」という。）と

して継続することとした。

１）本プランの概要

(ａ）大規模買付ルールの概要

  本プランは、当社株式について、20％以上の議決権割合とすることを目的とする買付行為、または結果とし

て議決権割合が20％以上となる当社株式の買付行為（以下、かかる行為を「大規模買付行為」といい、かか

る買付行為をおこなう者を「大規模買付者」という。）がおこなわれた場合、それに応じるか否かを株主の

みなさまが判断するに必要な情報や時間を確保するため、事前に大規模買付者が取締役会に対して必要かつ

十分な情報を提供し、取締役会による一定の評価期間が経過した後に大規模買付行為が開始されるというも

のである。

(ｂ）対抗措置の内容

当社取締役会は、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を守ることを目的として、新株予約権の無償割

当て等、会社法その他の法律および当社定款上検討可能な対抗措置を取り、大規模買付行為に対抗する場合

がある。具体的にいかなる手段を講じるかについては、その時点で最も適切と当社取締役会が判断したもの

を選択することとする。
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(ｃ）対抗措置の発動条件

本プランにおいては、大規模買付者が大規模買付ルールを順守した場合には、原則として当該大規模買付

行為に対する対抗措置は取らない。ただし、大規模買付ルールが順守されている場合であっても、当該大規模

買付行為が当社に回復し難い損害をもたらすなど、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なう

と判断される場合または大規模買付者が大規模買付ルールを順守しなかった場合には、対抗措置を取ること

ができる。なお、その判断の合理性および公正性を担保するために、当社取締役会は対抗措置の発動の決定に

先立ち、独立委員会に対して対抗措置の発動の是非等について諮問し、独立委員会は大規模買付ルールが順

守されているか否か、十分検討したうえで対抗措置の発動の是非等について勧告をおこなうものとする。

当社取締役会は、この独立委員会の勧告を最大限尊重し、対抗措置の発動等を決定することができる。な

お、独立委員会より、株主総会を招集し株主のみなさまのご意見を確認する旨の勧告があり、当社取締役会と

しても、株主のみなさまのご意見を尊重し、確認することが適切であると判断した場合には、当社取締役会は

株主総会を招集することとし、株主のみなさまのご判断による対抗措置の発動、不発動の決定（普通決議に

よる決定）ができるものとする。　

　

２）本プランの有効期間

本プランの有効期間は３年間（平成26年６月に開催予定の定時株主総会終結の時まで）とし、以降、本プ

ランの継続（一部修正したうえでの継続を含む）については、定時株主総会の承認を得ることとする。ただ

し、有効期間中であっても、株主総会において本プランの変更または廃止の決議がおこなわれた場合には、本

プランは当該決議に従い、その時点で変更または廃止されるものとする。また、株主総会で選任された取締役

で構成される取締役会により本プランを廃止する旨の決議がおこなわれた場合には、本プランはその時点で

廃止されるものとする。

 

③ 本プランに関する当社取締役会の判断

本プランは、中長期的視点から当社の企業価値ひいては株主共同の利益の向上のための具体的な方策であり、基

本方針に沿うものである。また、以下のように合理性が担保されており、基本方針に照らして当社の企業価値ひい

ては株主共同の利益に合致し、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないと考えている。

１）経済産業省および法務省が平成17年５月27日に発表した「企業価値・株主共同の利益の確保又は向上のため

の買収防衛策に関する指針」の定める三原則を完全に充足している。また、企業価値研究会が平成20年６月30日

に発表した「近時の諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在り方」の内容も踏まえたものである。

２）合理的かつ客観的な発動要件が充足されなければ対抗措置が発動されないように設定されており、当社取締

役会による恣意的な発動を防止するための仕組みが確保されている。

３）当社取締役会によって恣意的な判断がなされることを防止し、当社における決定の合理性・公正性を担保す

るため、社外取締役、社外監査役および社外有識者の中から選任する独立委員会を設置することとしている。

４）株主意思を重視するものであり、本プランの継続（一部修正したうえでの継続を含む）について定時株主総

会の承認を得るものとしている。また、有効期間中であっても、株主総会の廃止の決議により本プランは廃止さ

れるものとしている。

５）デッドハンド型やスローハンド型の買収防衛策ではない。

 

（５）研究開発活動

該当事項なし。

　　

EDINET提出書類

三愛石油株式会社(E04331)

四半期報告書

 7/23



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 277,870,000

計 277,870,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 76,061,923     76,061,923
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数1,000株　

計     76,061,923     76,061,923 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項なし。　

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項なし。

　 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成24年７月１日～　

平成24年９月30日　
― 76,061 ― 10,127 ― 2,531
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

公益財団法人新技術開発財団  東京都大田区北馬込一丁目26番10号     8,282     10.89

株式会社リコー  東京都大田区中馬込一丁目３番６号     5,862     7.71

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社(三井住友信託銀行再

信託分・株式会社リコー退職給付

信託口)

 東京都中央区晴海一丁目８番11号   5,800    7.63

三井住友信託銀行株式会社  東京都千代田区丸の内一丁目４番１号     3,316     4.36

日本興亜損害保険株式会社  東京都千代田区霞が関三丁目７番３号     3,158     4.15

株式会社みずほ銀行  東京都千代田区内幸町一丁目１番５号     3,033     3.99

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社(信託口４)
 東京都中央区晴海一丁目８番11号 2,623     3.45

株式会社三井住友銀行  東京都千代田区丸の内一丁目１番２号     2,203     2.90

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社(信託口)
 東京都中央区晴海一丁目８番11号     1,960     2.58

三愛石油持株会  東京都品川区東大井五丁目22番５号    1,809     2.38

計 －     38,048     50.02

（注）１．上記のほか、自己株式が2,281千株ある。

　　　２．三井住友信託銀行株式会社、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口４）および同信託銀行株式

会社（信託口）の信託業務の株式数については、当社として把握することができないため記載していない。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 －　　　 － 　　　　　－　　　　　

議決権制限株式（自己株式等） －　　 －　 　　　　　－　　　　　

議決権制限株式（その他） －　　　 －　　　　　 　　　　　－　　　　　

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）　

普通株式  2,281,000

（相互保有株式）　

普通株式　　  4,000

－ 　　　　　－　　　　　

完全議決権株式（その他） 普通株式 73,521,000    73,521　　　　　－　　　　　

単元未満株式 普通株式  　255,923 － 　　　　　－　　　　　　　　

発行済株式総数           76,061,923 － －　

総株主の議決権 －     73,521 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権の数１個）が含ま

れている。

２．「単元未満株式」の欄には、自己株式474株が含まれている。
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②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）　

　三愛石油株式会社

　

東京都品川区東大井五丁

目22番５号

2,281,000－ 2,281,000 3.00

（相互保有株式）　

　合同ガス株式会社

　

福岡県田川市大字伊田

2824番地

2,000 － 2,000 0.00

　北九州高圧容器検査株

式会社

福岡県田川市大字伊田

2824番地
2,000 － 2,000 0.00

計 － 2,285,000－ 2,285,000 3.00

 

２【役員の状況】

　該当事項なし。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成している。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）および第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 50,774 49,771

受取手形及び売掛金 71,721 60,923

有価証券 139 129

商品及び製品 8,067 8,595

仕掛品 290 427

原材料及び貯蔵品 85 89

その他 2,185 3,652

貸倒引当金 △215 △212

流動資産合計 133,049 123,377

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 59,529 59,527

減価償却累計額 △36,216 △37,133

建物及び構築物（純額） 23,312 22,394

機械装置及び運搬具 29,623 29,787

減価償却累計額 △21,585 △22,001

機械装置及び運搬具（純額） 8,037 7,785

土地 23,085 22,203

その他 6,390 6,864

減価償却累計額 △3,838 △4,141

その他（純額） 2,551 2,723

有形固定資産合計 56,987 55,106

無形固定資産

のれん 5,741 5,316

その他 1,674 1,655

無形固定資産合計 7,416 6,971

投資その他の資産

投資有価証券 15,523 13,499

その他 5,291 4,619

貸倒引当金 △288 △224

投資その他の資産合計 20,527 17,894

固定資産合計 84,930 79,973

資産合計 217,980 203,350
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 87,026 81,703

短期借入金 1,690 1,590

1年内返済予定の長期借入金 2,778 4,374

1年内償還予定の社債 2,900 3,400

未払法人税等 3,489 558

賞与引当金 1,690 1,470

役員賞与引当金 89 38

その他 10,120 9,983

流動負債合計 109,785 103,118

固定負債

社債 7,200 4,000

長期借入金 21,907 18,248

退職給付引当金 3,694 3,848

役員退職慰労引当金 506 477

特別修繕引当金 372 407

訴訟損失引当金 326 326

資産除去債務 576 588

その他 11,939 11,746

固定負債合計 46,522 39,642

負債合計 156,308 142,761

純資産の部

株主資本

資本金 10,127 10,127

資本剰余金 7,668 7,668

利益剰余金 46,140 44,292

自己株式 △544 △790

株主資本合計 63,391 61,297

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,870 △990

土地再評価差額金 △987 △887

その他の包括利益累計額合計 △2,857 △1,878

少数株主持分 1,137 1,170

純資産合計 61,671 60,589

負債純資産合計 217,980 203,350
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高

商品売上高 447,573 405,953

完成工事高 686 951

売上高合計 448,260 406,905

売上原価

商品売上原価 421,439 382,328

完成工事原価 575 810

売上原価合計 422,014 383,138

売上総利益 26,245 23,766

販売費及び一般管理費 ※1
 21,702

※1
 21,488

営業利益 4,542 2,278

営業外収益

受取利息 344 320

受取配当金 232 261

投資有価証券売却益 88 －

軽油引取税交付金 142 123

貸倒引当金戻入額 － 9

その他 218 149

営業外収益合計 1,026 864

営業外費用

支払利息 580 517

貸倒引当金繰入額 － 3

その他 142 66

営業外費用合計 723 586

経常利益 4,845 2,556

特別利益

固定資産売却益 44 409

災害損失引当金戻入額 24 －

特別利益合計 68 409

特別損失

固定資産除売却損 235 299

投資有価証券評価損 3,686 3,637

減損損失 538 273

退職給付費用 － 49

環境対策費 － 6

訴訟損失引当金繰入額 36 －

貸倒引当金繰入額 4 －

特別損失合計 4,501 4,265

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

412 △1,298

法人税、住民税及び事業税 1,129 551

法人税等調整額 △593 △800

法人税等合計 536 △249

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △123 △1,048

少数株主利益 79 67

四半期純損失（△） △203 △1,115
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △123 △1,048

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 528 865

その他の包括利益合計 528 865

四半期包括利益 404 △183

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 339 △236

少数株主に係る四半期包括利益 64 53
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

412 △1,298

減価償却費 2,443 2,420

のれん償却額 531 512

貸倒引当金の増減額（△は減少） △93 △66

工事損失引当金の増減額（△は減少） 5 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △55 △220

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △61 △51

退職給付引当金の増減額（△は減少） △39 154

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） 36 －

災害損失引当金の増減額（△は減少） △24 －

受取利息及び受取配当金 △576 △582

支払利息 580 517

有形固定資産除売却損益（△は益） 136 △332

減損損失 538 273

投資有価証券売却損益（△は益） △88 －

投資有価証券評価損益（△は益） 3,686 3,637

売上債権の増減額（△は増加） △3,693 10,797

たな卸資産の増減額（△は増加） △952 △668

その他の流動資産の増減額（△は増加） △884 △823

仕入債務の増減額（△は減少） 9,558 △5,322

その他の流動負債の増減額（△は減少） △675 △240

その他 136 31

小計 10,920 8,737

利息及び配当金の受取額 570 573

利息の支払額 △605 △547

法人税等の支払額 △4,606 △3,406

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,277 5,356

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △68 △273

投資有価証券の売却による収入 244 0

有形固定資産の取得による支出 △1,039 △987

有形固定資産の売却による収入 363 1,070

無形固定資産の取得による支出 △188 △254

その他 6 67

投資活動によるキャッシュ・フロー △681 △376
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,892 △100

長期借入金の返済による支出 △1,671 △2,063

社債の償還による支出 △200 △2,700

自己株式の取得による支出 △0 △246

配当金の支払額 △635 △633

少数株主への配当金の支払額 △20 △20

その他 △184 △229

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,603 △5,992

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 992 △1,012

現金及び現金同等物の期首残高 33,478 50,581

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 34,471

※1
 49,569
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社および連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更している。

　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上総利益は０百万円、営業利益および経常利

益は11百万円それぞれ増加し、税金等調整前四半期純損失は11百万円減少している。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

     １  偶発債務

    債務保証を行っているものは、次のとおりである。

前連結会計年度　　　　　　　　　　　
（平成24年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

中九州ガス事業協同組合（借入金）   311百万円  　　　　中九州ガス事業協同組合（借入金） 311百万円 

その他 49        その他     　48　　　  　

（敷金返還保証・リース保証）  （敷金返還保証・リース保証）  

             計 360                     計 359　      

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目および金額

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

人件費 6,143百万円 5,939百万円

退職給付費用 648 792

役員退職慰労引当金繰入額 49 61

賞与引当金繰入額 1,580 1,458

役員賞与引当金繰入額 44 40

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりである。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 34,675百万円 49,771百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △244 △232

有価証券等に含まれる現金同等物 40 30

現金及び現金同等物 34,471 49,569
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月1日　至　平成23年９月30日）

１．配当金支払額

 
決議

　
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額(円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 635 8.5 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの 

 
 決議

　
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額(円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年11月８日

取締役会
普通株式 486 6.5 平成23年９月30日 平成23年12月６日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月1日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

 
決議

　
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額(円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 633 8.5 平成24年３月31日 平成24年６月29日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの 

 
 決議

　
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額(円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成24年11月13日

取締役会
普通株式 479 6.5 平成24年９月30日 平成24年12月４日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報　

　（単位：百万円） 

 
 

報告セグメント
調整額

（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

石油関連事業 ガス関連事業
航空関連事業
他

計

売上高                         

　外部顧客への売上高 414,76726,601 6,891 448,260 － 448,260

　セグメント間の内部売上高

または振替高
699 9 259 967 △967 －

計 415,46726,610 7,150 449,227 △967 448,260

セグメント利益 2,949 798 801 4,549 295 4,845

（注）１．セグメント利益の調整額２億95百万円には、セグメント間取引消去△６百万円および各報告セグメン

トに配分していない全社利益３億２百万円が含まれている。全社利益は主に報告セグメントに帰属しな

い販売費及び一般管理費、営業外収益および営業外費用である。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　事業環境の悪化等により、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に

計上している。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間において「石油関連事業」で

３億67百万円および「ガス関連事業」で１億15百万円である。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報　

　（単位：百万円） 

 
 

報告セグメント
調整額

（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

石油関連事業 ガス関連事業
航空関連事業
他

計

売上高                         

　外部顧客への売上高 373,90725,673 7,323 406,905 － 406,905

　セグメント間の内部売上高

または振替高
653 26 234 913 △913 －

計 374,56125,700 7,557 407,819 △913 406,905

セグメント利益 424 811 1,324 2,560 △3 2,556

（注）１．セグメント利益の調整額△３百万円には、セグメント間取引消去△７百万円および各報告セグメント

に配分していない全社利益３百万円が含まれている。全社利益は主に報告セグメントに帰属しない販売

費及び一般管理費、営業外収益および営業外費用である。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　事業環境の悪化等により、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に

計上している。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間において「石油関連事業」で

１億92百万円、「ガス関連事業」で31百万円および「航空関連事業他」で６百万円である。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額および算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 2円73銭 15円7銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（百万円） 203 1,115

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（百万円） 203 1,115

普通株式の期中平均株式数（千株） 74,806 74,057

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在

株式が存在しないため記載していない。

　

（重要な後発事象）

　当社は、平成24年11月13日開催の取締役会において、会社法第178条の定めに基づき、自己株式を消却することを

決議した。

(1) 消却する株式の種類　当社普通株式

(2) 消却する株式の数　　2,061,923株

(3) 消却予定日　　　　　平成24年11月30日 

 

２【その他】

　　　中間配当について

平成24年11月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議した。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………479百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………６円50銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年12月４日

(注）平成24年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いをする。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成24年11月14日

三愛石油株式会社

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小野　友之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木下　洋　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三愛石油株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三愛石油株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

（注）１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しています。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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